







間滞在し、主に村落調査に携わりました。それ以来、77 年から 79 年の始めまでの約 2年間、
その後は 2, 3 カ月ずつ何回かという形で、ネパールでの調査をやってきております。







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































口 100 万人以下で、(表には名前のあがっていないグループを含め)1 万人以下という例も少な
くありません。
ネパールの中で、ネパール語の次に言語人口が多いのは、タライ、つまりガンジス平原の続
きの、海抜 100 メートル弱から 200 メートルくらいの所に住んでいるインド人と同じような
人々です。言葉でいうとマイティリー、ボジュプリー、アワディーという言語の話者です。マ































母 語 人 口 「民族」人口
1952/54 1961 1971 1981 1991 %(1991) 1991
ネパール語 4,013,567 4,796,528 6,060,758 8,767,361 9,302,880 50.31 (α) 7,450,088
マイティリー語 1,024,780 1,130,401 1,327,242 1,668,309 2,191,900 11.85 β1
ボジュプリー語 477,281 577,357 806,480 1,142,805 1,379,717 7.46 β2
タマン語 494,745 518,812 555,056 522,416 904,456 4.89 1,018,252
アワディー語 328,408 447,090 316,950 234,343 374,638 2.03 β3
タルー語 359,594 406,907 495,881 545,685 993,388 5.37 1,194,224
ネワール語 383,184 377,727 454,979 448,746 690,007 3.73 1,041,090
マガル語 273,780 254,675 288,383 212,681 430,264 2.33 1,339,308
ライ諸語 236,049 239,749 232,264 221,353 439,312 2.38 525,551
グルン語 162,192 157,778 171,609 174,464 227,918 1.23 449,189
リンブー語 145,511 138,705 170,787 129,234 254,022 1.37 297,186
ボテ・シェルパ語 70,132 84,229 79,218 73,589 121,819 0.66 122,821
ラジバンシ語 35,543 55,803 55,124 59,383 85,558 0.46 82,177
サタール語 16,751 18,840 20,660 22,403 25,302 0.14 —
ダヌワール語 9,138 11,624 9,959 13,522 23,721 0.13 50,754
スヌワール語 17,299 13,362 20,380 10,650 — — —
チェパン語 14,261 9,247 — — 25,097 0.14 36,656
タミ語 10,240 9,046 — — 14,400 0.08 19,103
タカリー語 3,307 4,134 — 5,289 7,113 0.04 13,731
ジレル語 2,721 2,757 — — 4,229 0.02 4,889
レプチャ語 — 1,272 — — — — 4,826
その他 178,142 156,953 490,253 770,606 995,356 5.38 316,706
総人口 8,256,625 9,412,996 11,555,983 15,022,839 18,491,097 100.00 18,491,097
注 : 1) α =ブラーマン(山地) +チェットリ +タクリ +サンニャーシ +ダマイ +カミ +サルキ +ガイネ
2) β1 + β2 + β3 =タライ諸カーストの「民族」人口 = 4,524,546 人
3) マイティリー語 +ボジュプリー語 +アワディー語 = 3,045,457 人 (1981 年)
= 3,946,255 人 (1991 年)
参照文献 :
Karan, P.P. & Ishii, H. 1996 Nepal: A Himalayan Kingdom in Transition. United Nations Univ. Press, Tokyo,
p.326.
Central Bureau of Statistics (National Planning commission Secretariat, Government of Nepal) 1993 Population


























































































19 世紀の半ばから 20 世紀の半ばまでは、王様をさしおいて宰相が権力を持っていました。





































































を見ればその全部が揃っている訳ではなくて、S 村には 8カーストあり、その上から 2番目が
シェショで、3番目がジャプという農民カーストです。世帯数は1970 年にはシェショ63 世帯、




























































































































































































































































9. インドとネパールの相異 : カースト団体の欠如など
カーストに関わる地域的な変異に関連して、ここでちょっとインドとネパールの相違をみて
みます。おそらく一番大きな相異は、ネパールがムスリム支配やイギリス植民地支配をほとん
ど経験しなかった点だと思います。そこにカースト社会が残っていますので、むしろムスリム
支配やイギリス植民地等で歪められていないカースト・システムがみられるのではないかとい
う気もします。もちろん、ネパールが南アジアの周辺地域に位置するという面での変異も考慮
する必要もあります。パルバテ・ヒンドゥーの中間諸カーストの欠如や、チベット・ビルマ語
系の言葉を話すネワールの間にカースト・システムが存在することなどはその一環です。それ
らを念頭においた上で比較を行うのは有益なことだと思います。また、この面からは、ネパー
ル側のミティラー社会は、異文化をもつ上位権力の支配の影響の少ない、しかも典型的なカー
スト社会と考えられるかもしれません。
相異の面では、インドで非常に大きな政治問題となっているコミュナリズムが、ネパールで
はほとんどみられないという点もあげられます。少なくとも、現在のインドで、ヒンドゥー対
ムスリムの対立を「コミュナリズム」とよんでいる、その意味での対立をネパールは経験して
いないといえます。もともとネパールにはムスリム人口は少なく、それほどの力をもっていま
せんし、今いいましたように、ムスリム権力を頂いたこともありませんでした。ネパールに全
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くムスリムがいないわけではないのですが、ムスリム(ムサルマン)は、ひとつのジャートとし
て、他の様々な民族と同様に扱われ、全体でひとつの大きな政治的まとまりをみせるという方
向はみてとれません。ヒンドゥーがひとつにまとまる、あるいはまとまりの方向性をとるとい
うこともなく、その点ではインドとは大きく異なります。
他の相違点として、留保制度があります。インドでは低いカーストに対する政治、経済、教
育面での優遇措置として留保(リザベーション)制度が導入されています。低いカーストの人々
に一定割合の議席や、官職や学校の入学定員を確保しておく制度で、それをめぐる駆け引きが
いろいろ行われています。留保枠を受けるために、自分は低いカーストだと名乗る逆の傾向も
出てきます。高いカーストの人は割り当てをもらえないので、かれらにとっては大学の門や就
職口がより狭くなったりもします。この留保制度には、名前を持ったグループ(カースト /民
族 /トライブ)の存在が大きく関わっていますが、制度の存在がそういうグループの存続ある
いは再編成を促しているという面もあるといえます。
こういう留保制度というものがネパールにはありません。作ったらという声もでていますが、
なぜあえてインドと同じことをするのかという反対もあり、導入されていません。そこから生
ずる権益をめぐる駆け引き、あるいはグループ帰属の揺れなどはないわけです。
権益という点でいえば、インドではずいぶん前から「カースト団体」の存在が注目されてき
ました。特定カーストが選挙母体になったり、会社や銀行を作るときにまとまったり、雑誌
を出したりというように、いろいろな面で同じカーストの人々がまとまった組織が、近代的な
機能を担って形成されてきたのです。その「カースト団体」はインドでは、従来のカーストの
範囲より大きなものとして組織される傾向があります。ネパールの場合は、大きな企業や団体
ができる経済的条件が欠けていて、また、地域間の交通も不自由で、なかなかまとまれない面
があります。しかも 1990 年以前には政党が禁止されていて、政治的なグループは作りにくく、
結局、どの面でも、インドのようなカースト団体形成の条件が欠如していたわけです。
こんな具合に、近代インドでカースト・宗教や社会に関わり、大きな影響を与えているいく
つかの事象が、ネパールではみられないわけですが、ここであげたものは、ネパールが周辺社
会だから欠如しているというようなものではないと思います。むしろこれらは、インドにおけ
る特殊的展開といった方が良いのではないでしょうか。その面ではネパールには、カースト ・
システムのいわば攪乱要因が少ないといえるかもしれません。
なお繰り返しになりますが、ネパールの政治権力がチベット・ビルマ語系などのいろいろな
民族を真ん中の地位に組み込んだというのは、やはりネパールの非常にユニークなところだと
思います。
10. カーストシステムは変化しているか
最後になりますが、カースト・システムというのは変化しているのかどうか。これに関して
は、変わっているという考え方、いないという考え方など様々な説があります。カースト・シ
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ステムの重要な柱である分業がなくなってきているから、システムは本質的に変質している、
という解釈。分業はなくなっても、カースト間の上下関係はみられるからカーストは存続して
いるという説。カースト序列や分業がゆるんでも、カースト内部の親族的つながりは続いてい
るのでカーストはなくなっていない、という考え方。現実もさることながら理論も複雑です。
たとえば、カーストはなくなっていないという考え方も、ある面ではなるほどというところ
があります。先ほど、インドではカースト団体が注目されてきたといいましたが、その場合、
カーストが拡大しているといういい方もなされます。しかし、カースト団体を論じる場合、  複
数のカースト間の分業の網の目というのは、ほとんど問題にされません。変化して分業が無く
なって各々分離したカーストがあって、その個々のカーストが政治的あるいは経済的に(場合
によっては)広くまとまる。それでカーストは存続、拡大している、といわれるわけです。で
もそれは、カースト・システムの存続なのだろうか。そこは私には疑問に思われます。微妙な
のは、以前から続いている「カースト」というカテゴリーが拡大しているようにみえることで
す。でもそれはカーストと呼ぶのに値するのだろうか。解釈の分かれるところですが、わたし
は、カースト間関係がもし全然なかったらもうそれはカーストと呼ばない方がいいだろうと
思っています。
今まで、大体ネワールの村を中心に、山地ヒンドゥーおよびミティラーの村の話も混じえ、
最後にはインドにもちょっと目を向けて、カースト慣行などについてお話ししたわけですが、
類似点とともに相異点もいろいろあるわけです。カースト社会といっても一筋縄ではいかない
わけで、それに近年の変化が関わりますから、相当複雑です。例を出して説明しましたように、
日本とすごく考え方が違う側面もあり、また部分的に似ている面もあります。いずれにせよ異
文化理解の良い例になることを指摘して今日のお話を終わりにしたいと思います。
